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1.預金・貸出金、個人預り資産預金・貸出金、個人預り資産

預金・貸出金及び個人預り資産の状況は次のとおりです。
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2.有価証券有価証券

（百万円）

　経常収益は、貸出金利回りの低下を主因として貸出金利息が減少し
ましたが、国債等債券売却益が増加したことなどから、前年同期比37
百万円増収の2,043百万円となりました。
　一方、経常費用は、預金利回りの低下を主因として預金利息が減少し、
与信関連費用も減少しましたが、有価証券関係費用が増加したことな
どから、前年同期比93百万円増加し1,898百万円となりました。
　この結果、経常利益は前年同期比56百万円減少の145百万円、四
半期純利益は前年同期比23百万円減少の96百万円となりました。

3.経営成績経営成績
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有価証券の評価差額等は次のとおりです。

（億円）

※「子会社・関連会社株式」で時価のあるものはありません。 
※差額及び評価差額は、各決算日の時価に基づき算出しております。ただし、内訳中の「株
式」及び「その他」に含まれる上場受益証券等の評価差額は、月中平均時価に基づき算出
しております。 
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自己資本比率は、銀行が保有する貸出金や有価証券等の資産に対し、
資本金や引当金等の内部資金をどの程度保有しているかを見る指標
であり、銀行の健全性を示す重要な指標です。

◆当行のように海外に営業拠点を有しない銀行は国内基準の対象となり、
自己資本比率が4％以上あることが求められています。
◆平成23年6月期の自己資本比率は9.86％であり、国内基準の4％をク
リアしています。

◆基本的項目（Tier1）比率とは、自己資本の根幹を成す「基本的項目」（資
本金や剰余金など）によって算出される比率のことです。
◆平成23年6月期のTier1比率は7.92％であり、この比率でみても国内
基準をクリアしています。

自己資本比率について

基本的項目（Tier1）比率について

平成21年6月期 平成22年6月期 平成23年6月期区　　分
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4.不良債権不良債権

（百万円）
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金融再生法に基づく開示債権額（貸出金及び支払承諾等貸出金に準ず
る債権を対象）は次のとおりです。

※上記の各四半期末の計数は、「金融機能の再生のための緊急措置に関する法律施行規則」
第4条に規定する各債権のカテゴリーにより分類し、当行の定める自己査定基準に基づき
算出したものです。 
なお、当四半期において「破産更生債権及びこれらに準ずる債権」のうち、無価値と認め
られる部分についての直接償却相当額の減額(部分直接償却)はしておりません。 
※「中小企業向け融資の貸出条件緩和が円滑に行われるための措置」（金融庁)を反映した
基準に基づき、要管理債権を算出しております。 



6.企業の社会的責任企業の社会的責任（ＣＳＲ）への取組の取組み企業の社会的責任（ＣＳＲ）への取組み

7.トピックストピックス

　当行は、従来から企業の社会的責任の重要性を強く認識し、「経営理念」
の一つとして掲げた上で、収益性・健全性の向上や内部管理態勢の強化
などに向けた取組みを着実に実施するとともに、株主の皆さま、お客さま、
地域の皆さま、従業員などステークホルダーの皆さまからの様々なご期
待にお応えできるよう、社会貢献活動についても積極的に推進しており
ます。 
　今回、社会貢献活動の中から、以下の活動をご紹介させていただきます。 

◆ 障がいをお持ちのお客さまの利便性向上 ◆ 

　当行が平成23年3月15日に東京証券取引所市場第二部へ上場した際
の新規上場セレモニーは、東日本大震災の影響により、延期となっており
ましたが、平成23年6月17日に東京証券取引所において開催されました。 
　当日は、東京証券取引所より、上場通知書の交付を受け、続いて記念レ
リーフと打鐘用の木づちが贈呈されました。その後、東証アローズにおい
て、頭取の田頭を始め当行からの参加者が贈呈された木づちで鐘を打ち
当行の上場を告げました。 
　今後におきましては、役職員一同、上場企業としての責任を自覚し、こ
れまで以上に緊張した環境の下で業務に精励することで、益々地域の発
展に尽くしてまいります。 

◆ 新規上場セレモニーの開催について ◆ 

　当行では、足がご不自由なお客さまや視覚障がいをお持ちのお客さま
などにも安心して当行をご利用いただけるよう、店舗へのスロープや点
字ブロックの設置、音声ガイダンス機能付ＡＴＭの設置など、店舗等の環
境整備を進めるほか、このような障がいをお持ちのお客さまなどへの窓
口対応の向上を図ることを目的に接客マニュアルを制定し、当行職員へ
の周知徹底を図っております。 
　更に、本年7月4日からは、当行が発行した普通預金通帳の記載内容に
ついて、点字により点訳した明細表を発行させていただく「点字サービス」
（取扱手数料：無料）の取扱いを開始しております。 
　本サービスは、視覚障がいを
お持ちのお客さまご本人のみな
らず、ご家族等からのお申し出
により、取扱いさせていただき
ますので、詳しくはお近くの店舗
へご相談下さい。 
　今後も、障がいをお持ちのお
客さまの利便性向上に向けた様々
な取組みを行ってまいります。 

点訳した明細表のサンプル 

写真右、当行頭取田頭 写真左より木づち、上場通知書、記念レリーフ 



本誌の作成にあたっては、環境にやさしいインクと再生紙を使用しております。

〔しまぎん店舗のご案内〕

（平成23年8月 発行）

お問合せ先：人事財務グループ
　　　　　　松江市東本町2-35 〒690-0842
　　　　　　TEL.0852-24-1234（代表）
　　　　　　URL.http://www.shimagin.co.jp

本ミニ・ディスクロージャー誌は、しまぎんの主要な経営

情報をタイムリーに、また、分かりやすくお伝えすること

を目的として作成しております。

今後も地域の皆さまに、積極的な経営内容の情報開示

を行ってまいります。

なお、本誌記載の情報は当行ホームページにも掲載して

おります。

■島根県（25ヵ店）

◎松江市（11ヵ店）

　本店営業部 TEL（0852）24-1234 

　北 出 張 所 TEL（0852）24-1451 

　松江駅前支店 TEL（0852）24-1351 

　南 出 張 所 TEL（0852）24-1251 

　津 田 支 店 TEL（0852）24-1551 

　松江卸団地支店 TEL（0852）24-1651 

　山 代 支 店 TEL（0852）24-1751 

　黒 田 支 店 TEL（0852）23-7777 

　上乃木支店 TEL（0852）22-7755 

　学園通支店 TEL（0852）21-2120 

　松江営業センター出張所 TEL（0852）24-1564 

◎隠岐郡（1ヵ店） 

　西 郷 支 店 TEL（08512）2-1224 

◎安来市（1ヵ店） 

　安 来 支 店 TEL（0854）22-3535 

◎出雲市（5ヵ店） 

　出 雲 支 店 TEL（0853）30-6611 

　出雲東出張所 TEL（0853）22-5260 

　出雲中央出張所 TEL（0853）23-6262 

　大 社 支 店 TEL（0853）53-2142 

　平 田 支 店 TEL（0853）62-2314 

◎雲南市（2ヵ店） 

　大 東 支 店  TEL（0854）43-2621 

　雲 南 支 店  TEL（0854）45-5557 

◎簸川郡（1ヵ店）

　斐 川 支 店 TEL（0853）72-5200

◎大田市（1ヵ店） 

　大 田 支 店 TEL（0854）82-0395 

◎江津市（1ヵ店） 

　江 津 支 店 TEL（0855）52-2626 

◎浜田市（1ヵ店） 

　浜 田 支 店 TEL（0855）22-0276 

◎益田市（1ヵ店） 

　益 田 支 店 TEL（0856）22-2222 

■鳥取県（9ヵ店）

◎米子市（4ヵ店）

　米 子 支 店 TEL（0859）34-3131 

　米子東出張所 TEL（0859）22-7370 

　角盤町支店 TEL（0859）32-5121 

　米子駅前出張所 TEL（0859）33-5221 

◎境港市（1ヵ店）

　境　支　店 TEL（0859）42-3761 

◎日野郡（1ヵ店）

　根雨出張所 TEL（0859）72-0371 

◎倉吉市（1ヵ店）

　倉 吉 支 店 TEL（0858）22-4158 

◎鳥取市（2ヵ店）

　鳥 取 支 店 TEL（0857）22-3118 

　鳥取駅南出張所 TEL（0857）24-8141


